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事　業　紹　介

　
　
　
基
本
方
針

　
　
　
基
本
方
針

　
今
日
、
社
会
福
祉
は
大
き
な
転
機
に
あ
り
、
世
界
に
も
例
を
見
な

　
今
日
、
社
会
福
祉
は
大
き
な
転
機
に
あ
り
、
世
界
に
も
例
を
見
な

い
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
社
会
の
姿
を
大
き
く
変
え
多
く
の
課
題

い
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
社
会
の
姿
を
大
き
く
変
え
多
く
の
課
題

を
顕
在
化
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

を
顕
在
化
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　
個
々
の
価
値
観
や
生
活
習
慣
の
変
化
、
さ
ら
に
は
、
社
会
的
孤
立
者

　
個
々
の
価
値
観
や
生
活
習
慣
の
変
化
、
さ
ら
に
は
、
社
会
的
孤
立
者

や
、
子
供
を
含
む
生
活
困
窮
者
の
増
加
等
を
要
因
と
す
る
地
域
社
会

や
、
子
供
を
含
む
生
活
困
窮
者
の
増
加
等
を
要
因
と
す
る
地
域
社
会

全
体
の
変
容
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
繋
が
り
や
支
え
合
い
が
希
薄
化

全
体
の
変
容
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
繋
が
り
や
支
え
合
い
が
希
薄
化

し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
様
々
な
生
活
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
様
々
な
生
活
課
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
で
頻
発
す
る
地
震
や
、
台
風
な
ど
に
伴
う
大
規
模
な
自

　
ま
た
、
全
国
で
頻
発
す
る
地
震
や
、
台
風
な
ど
に
伴
う
大
規
模
な
自

然
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
と
地
域
社
会
の
混
乱
が
生
じ
て
い

然
災
害
に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
と
地
域
社
会
の
混
乱
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、私
た
ち
は
、こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
得
た
教
訓
と
経
験
を
、

る
こ
と
か
ら
、私
た
ち
は
、こ
れ
ら
の
災
害
か
ら
得
た
教
訓
と
経
験
を
、

将
来
起
こ
り
う
る
災
害
へ
の
備
え
を
含
め
た
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

将
来
起
こ
り
う
る
災
害
へ
の
備
え
を
含
め
た
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

　
国
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
、
支
え
手
側
と
受
け

　
国
で
は
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
掲
げ
、
支
え
手
側
と
受
け

手
側
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
自
分
の

手
側
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
自
分
の

出
来
る
範
囲
で
役
割
を
持
ち
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
分
ら
し

出
来
る
範
囲
で
役
割
を
持
ち
、
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
自
分
ら
し

く
活
躍
で
き
る
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

く
活
躍
で
き
る
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
の

　
都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
の

変
化
や
人
々
の
暮
ら
し
の
変
化
を
踏
ま
え
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の

変
化
や
人
々
の
暮
ら
し
の
変
化
を
踏
ま
え
、
地
域
福
祉
活
動
推
進
の

中
核
的
組
織
と
し
て
、
様
々
な
生
活
課
題
や
新
た
な
福
祉
課
題
に
向

中
核
的
組
織
と
し
て
、
様
々
な
生
活
課
題
や
新
た
な
福
祉
課
題
に
向

き
合
い
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
健
康
で
安
心
し
て

き
合
い
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
健
康
で
安
心
し
て

自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
の
ま

自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
福
祉
活
動
の
経
験
を
活
か
し
な
が

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
福
祉
活
動
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
市
や
関
係
機
関
・
関
係
組
織
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域

ら
、
市
や
関
係
機
関
・
関
係
組
織
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域

福
祉
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
の
諸
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

福
祉
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る
た
め
の
諸
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
地
域
住
民
や
地
域
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
、
地
域
住
民
や
地
域
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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◎
社
会
福
祉
事
業

❶
法
人
運
営
事
業

　

●
理
事
会
・
評
議
員
会

　

●
つ
る
の
福
祉
発
行
事
業

　

●
非
常
災
害
基
金
事
業

❷
福
祉
活
動
推
進
事
業

　

●
社
会
福
祉
大
会
事
業

　

●
歳
末
た
す
け
あ
い
事
業

　

●
地
区
社
協
支
援
事
業

　

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
へ
の

　
　

支
援
と
助
成
事
業

　

●
地
域
福
祉
活
動
計
画
事
業

　

●
社
会
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

●
福
祉
バ
ザ
ー
事
業

❸
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

●
都
留
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

　

●
都
留
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
支
援

　

●
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー 

　
　

タ
ー
設
置
事
業

　

●
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
救
援 

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
事
業

福祉バザー

　

●
福
祉
教
育
推
進
事
業

　

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
校
事
業

　

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成
事
業

　

●
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
事
業

　

●
総
合
相
談
事
業

　

●
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

●
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば

　

・
い
こ
い
の
ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会
主
体 

　
　
（
事
務
局
：
都
留
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　

協
力
：
都
留
文
科
大
学
地
域
交
流
セ
ン 

　
　

タ
ー
）
の
も
と
、 

地
域
の
方
々
、
障
が 

　
　

い
の
あ
る
方
々
、
さ
ら
に
大
学
生
や
都 

　
　

留
興
譲
館
高
校
の
J
R
C
部
の
学
生 

　
　

が
一
体
と
な
り
誰
も
が
充
実
し
て 

楽 

高校生災害ボランティアスクールサンタウン玉川
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事　業　紹　介

　
　

し
く
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く 

　
　

り
を
目
的
と
し
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー 

　
　

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
内
容 

　
　

を
企
画
、
運
営
、 

交
流
を
深
め
る
活
動 

　
　

の
支
援
を
行
う
。

　

●
地
区
ふ
れ
あ
い
福
祉
集
会

　

●
福
祉
医
療
健
康
講
座

　

●
老
人
の
し
あ
わ
せ
の
里
づ
く
り
事
業

　

●
お
ふ
く
ろ
の
味
・
知
恵
袋
交
換
会

　

●
都
留
市
住
民
参
加
型
有
償
在
宅
福
祉

　
　

サ
ー
ビ
ス
事
業

 

❹
福
祉
課
・
長
寿
介
護
課
・
健
康
子…

　
育
て
課
・
社
会
福
祉
協
議
会
四
者…

　
で
の
意
見
調
整
・
情
報
交
換
会

❺
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

❻
共
同
募
金
配
分
金
事
業

❼
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　

●
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す
る 

　
　

こ
と
が
困
難
な
方
（
認
知
症
高
齢
者
・ 

　
　

知
的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
）
を
対
象 

　
　

に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
日
常 

　
　

的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
、
書
類
等
の
預 

　
　

か
り
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

❽
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業

　

●
奉
仕
員
等
（
点
字
奉
仕
員
・
手
話
奉
仕 

　
　

員
・
朗
読
奉
仕
員
）
養
成
事
業

　

●
点
字
・
声
の
広
報
な
ど
発
行
事
業

　

●
当
事
者
組
織
の
支
援
の
実
施

❾
在
宅
福
祉
推
進
事
業

　

●
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

●
ふ
と
ん
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

❿
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

●
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て 

　
　

い
る
低
所
得
者
、
障
害
者
又
は
高
齢
者 

　
　

に
対
す
る
福
祉
資
金
の
貸
付
に
係
る
相 

　
　

談
支
援
を
実
施

⓫
地
域
ふ
れ
あ
い
健
康
推
進
事
業

　

●
都
留
市
内
の
７
地
区
に
お
い
て
、
地
域 

　
　

住
民
主
体
に
よ
る
介
護
予
防
活
動
を
展 

　
　

開

⓬
お
で
か
け
元
気
促
進
事
業

　

●
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
活
動 

　
　

に
対
し
、
物
品
購
入
等
サ
ロ
ン
の
整
備 

　
　

の
支
援

⓭
福
祉
バ
ス（
み
ど
り
号
）運
営
事
業

  

●
老
人
ク
ラ
ブ
や
福
祉
団
体
な
ど
の
社
会 

　
　

福
祉
活
動
の
利
便
を
図
る
た
め
の
福
祉 

　
　

バ
ス
を
運
行

街頭募金運動

⓮
善
意
銀
行
事
業

　

●
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
善
意
の
預
託
・ 

　
　

払
い
出
し
を
行
う
。

⓯
社
会
福
祉
基
金
事
業

　

●
安
定
し
た
社
会
福
祉
事
業
の
推
進
を
図 

　
　

る
こ
と
を
目
的
に
、
善
意
銀
行
よ
り
繰 

　
　

り
入
れ
た
寄
付
金
を
積
み
立
て
る
。

⓰
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

●
身
近
な
地
域
の
中
で
見
守
り
声
か
け
活 

　
　

動
を
展
開
し
、生
活
課
題
の
早
期
発
見
・ 

　
　

早
期
支
援
を
行
う
。

⓱
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

●
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の 

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等

　

●
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
の
担
い
手
と
な
る
ボ 

　
　

ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
養
成

　

●
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

　

●
暮
ら
し
に
役
立
つ
生
活
術
「
料
理
編
」 

　
　
「
掃
除
編
」
を
開
催

⓲
障
害
者
等
相
談
支
援
事
業

　

●
障
害
者
等
か
ら
、
福
祉
に
関
す
る
各
般 

　
　

の
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
必 

　
　

要
な
情
報
の
提
供
並
び
に
助
言
そ
の
他 

　
　

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援
等 

　
　

必
要
な
支
援
を
行
う
。

　

●
虐
待
の
防
止
及
び
そ
の
早
期
発
見
の
為

　
　

の
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
そ
の
他 

　
　

の
障
害
者
等
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
必 

　
　

要
な
援
助
を
行
う
。

【
新
規
事
業
】

⓳
指
定
特
定
相
談
支
援
・
指
定
障
害
児…

　
相
談
支
援

　

●
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成

　

・
令
和
２
年
４
月
１
日
付
で
「
指
定
特
定

　
　

相
談
支
援
事
業
所
・
指
定
障
害
児
相
談

　
　

支
援
事
業
所
」
を
開
設
。
事
業
所
に
は 

　
　

相
談
支
援
専
門
員
を
配
置
し
、
サ
ー
ビ 

　
　

ス
等
利
用
計
画
を
作
成
で
き
る
、「
計 

　
　

画
相
談
」
を
行
う
。 

　

・
住
み
慣
れ
た
地
域
で
社
会
生
活
を
営
む 

　
　

事
が
で
き
る
よ
う
、
ご
本
人
、
ご
家
族 

　
　

の
思
い
に
適
し
た
社
会
資
源
（
福
祉
、 

　
　

保
健
、
医
療
、
教
育
、
就
労
等
）
の
提 

　
　

供
の
調
整
等
を
行
い
、
ご
本
人
の
生
活 

　
　

を
支
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
「
サ
ー
ビ

　
　

ス
等
利
用
計
画
」
を
作
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、
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し
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適
時
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ン
と
サ
ー
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ス
実
施
内
容
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認
を
行
う
。

 

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

❶
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

●
要
介
護
者
・
要
支
援
者
に
対
し
て
の
ケ 

　
　

ア
プ
ラ
ン
作
成
・
認
定
調
査
等
を
実
施

❷
訪
問
入
浴
介
護
事
業

　

●
要
介
護
者
に
対
し
て
、
居
宅
に
お
け
る

　
　

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

福祉医療健康講座

介護支援ボランティア養成講座
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事業紹介・当初予算

❸
訪
問
介
護
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業

　

●
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介
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し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
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を
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で
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し
た
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常
生
活
を
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こ
と
が
で
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よ
う
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助

❹
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　（
訪
問
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護
）

　

●
要
支
援
１
又
は
要
支
援
２
の
状
態
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用
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・
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ッ
ク
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合
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の
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者
と
さ
れ
た
「
事
業
対 

　
　

象
者
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な
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予
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供

❺
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護
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防
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活
支
援
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●
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護
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険
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該
当
者
等
に
ホ
ー
ム
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パ
ー
を
派
遣
し
、
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易
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日
常
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活
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の
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助
と
自
立
を
支
援

❻
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所
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業

　

●
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限
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助

❼
介
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予
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・
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常
生
活
支
援
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合
事
業

　（
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所
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護
）

　

●
要
支
援
１
又
は
要
支
援
２
の
状
態
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あ 

　
　

る
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・
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ッ
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象
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❽
生
き
が
い
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所
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護
保
険
非
該
当
者
に
対
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て
、
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が
い
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会
参
加
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、
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と
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供

❾
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●
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者
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る
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浴
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排
せ
つ
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等
の
介
護
・
調
理
・ 

　
　

洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事
並
び
に
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⓫
障
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者
移
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●
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者
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社
会
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活
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要
な
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並
び
に
余
暇
活
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の
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の
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⓬
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該
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業

　

●
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う
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助

収入

貸付事業収入 20万円
事業収入 50万4千円
負担金収入 25万円
受取利息配当金収入 7万5千円
その他の収入 35万7千円

会費収入
542万2千円（2.45％）
寄付金収入
137万円（0.62％）

障害福祉サービス等
事業収入1,494万6千円
     　　　　　（6.74％）

その他の収入
138万6千円（0.62％）

経常経費
補助金収入
  5,024万3千円
   （22.66％）

経常経費
補助金収入
  5,024万3千円
   （22.66％）

介護保険事業収入
1億2,783万円
     （57.65％）

受託金収入
2,053万6千円
     （9.26％）

受託金収入
2,053万6千円
     （9.26％）

【その他の収入内訳】（138万6千円）

支出

積立資金支出
614万2千円（2.77％）

その他の支出41万8千円
　　　　　　　　（0.18％）

事務費支出
955万4千円
（4.31％） 人件費支出

1億5,376万1千円
　　（69.35％）事業費支出

4,287万3千円
　　（19.34％）

事業費支出
4,287万3千円
　　（19.34％）

共同募金配分金事業費
278万円（1.25％）

助成金支出
620万5千円（2.8％）

貸付事業支出 19万5千円
負担金支出 22万3千円

【その他の支出内訳】（41万8千円）

令和２年度都留市社会福祉協議会　当初予算
支出 2億2,173万3千円 収入 2億2,173万3千円
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お知らせコーナー！

生活支援体制整備事業
～住民主体の地域づくりの取り組みが始まっています～

　都留市社会福祉協議会では、都留市から生活支援体制整備事業を受託し、住民によるささえあい活動の推進
に取り組んでいます。
　この取り組みは、誰もが住み慣れた地域で暮らし続けることが出来るよう、「協議体」という気軽に話し合え
る場を設け、住民主体のささえあいを深めていこうというものです。
　「協議体」とは、地域の多様な活動主体が繋がり、お互いが顔見知りになり、地域のよいことや困りごと、自
分たちにできることは何か、などを話し合う場です。
　今後、市内７地区に、住民が主体となったささえあい活動の体制づくりを進めていく予定です。

【三吉地区の身近な支え合い活動を話し合う会を開催しました！】
　令和２年２月 12 日㈬にいきいきプラザ都留において「三吉地区における身近な支え合い活動を話し合う会」
が開催されました。
　当日は三吉地区で活動されている民生委員・児童委員、各自治会の会長、老人クラブ、サロンやいーばしょ
の活動者、デイサービスの職員など多様な方が参加されました。
　三吉地区における初めての機会となることから、参加者全員で自己紹介を行ったり、地域での活動内容を話
し合い、横の繋がりを深めました。
　また、都留市夏狩にある耕雲院の河口智賢副住職を講師としてお招きし、「ともに生きる　地域社会の中での
出会いと成長」と題し、命の尊さと向き合うこと、出会いと成長が人生であることや、大学生と取り組んでい
る誰でも参加できる地域のコミュニティ活動である「つる食堂」の目的や目標についてお話ししていただきま
した。
　令和２年度は三吉地区をモデル地区として、住民が主体となったささえあい活動の体制づくりを推進してい
きます。

介護のことで困っていませんか？

お気軽にご相談ください。

家族だけでの介護は
疲れました！

介護保険のサービスに
ついて知りたい

介護認定の手続きは
どうすればいいの？

ヘルパーやデイサービスと
はどんなサービス？

ケアマネージャーが利用者様はもちろんのこと、ご家族様の負担も少しでも軽減するために
介護サービスをもっと気軽にご利用いただけるようアドバイスをさせていただきます。

電話 0554 － 45 － 2221
社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　 指定居宅介護支援事業所
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　山梨県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、休業や失業等により生活資金で
お悩みの方々に向けた、緊急小口資金等の特例貸付を実施しております。

【相談・受付窓口】都留市社会福祉協議会
　　　　　　　　  ※お住まいが都留市以外の方は、お住まいの市町村社会福祉協議会へご相談ください。

　わかりやすく親しみやすい広報活動を進めるため、社協広報誌「つるの福祉」についての
ご意見をお寄せいただく広報モニターを募集します。皆様のご意見を是非、お聞かせください。

新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業に伴い生活費で新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業に伴い生活費でお悩みの皆様へお悩みの皆様へ

広報モニター募集！！広報モニター募集！！

応募資格　市内在住また市内在勤の１８歳以上
　　　　　（令和２年４月１日現在）の方
募集人数　１０名（応募者多数の場合は選考と
　　　　　　　　　させていただきます）

応募方法　公募申込書（MS-Word・PDF）に記入し、 
　　　　　６月２６日（金）までに、都留市社会福 
　　　　　祉協議会窓口に持参又は、送付（消印有 
　　　　　効）により提出してください。

【問合せ・申込先】社会福祉法人 都留市社会福祉協議会・都留市老人クラブ連合会　電話 46-5115　FAX 46-5103

　　　　 支援を行うことにより、自立した生活を営 
　　        まれることが見込まれ、償還が見込まれる 
                   こと。
　　     ※緊急的な貸付が必要な場合には、まず「緊 
                急小口資金」の申込を検討していただく場 
                   合があります。
【貸付上限額】２人以上世帯：月２０万円以内　

　　　　　　　  　単身世帯：月１５万円以内
　　　　　　　  ※貸付期間：原則３カ月以内
★特例貸付の具体的な内容やご相談については、
　お気軽にお問合せください。

緊急小口資金
【対象者】新型コロナウイルスの影響を受け、休業等 

　　　　  により収入の減少があり、緊急かつ一時的 
　　　　  な生計維持のための貸付を必要とする世帯
【貸付上限額】１０万円以内特例に該当する場合 

 　　　　　　　２０万円以内　　※貸付：１回のみ
総合支援金（生活支援費）
【対象者】新型コロナウイルスの影響を受け、収入の 

　　　　  減少や失業等により生活に困窮し、日常生 
　　　　  活の維持が困難となっている世帯
　　　  ※社会福祉協議会が貸付及び関係機関と共に 

　誰もが住みよい福祉のまちづくりを進めるため、地域の中で自主的に活動し、都留市ボランティアセンター
に登録しているボランティア団体・グループに対して、助成金を交付いたします。

【助成の対象】都留市に活動拠点を置き過去１年以上に渡り以下の事業を行うボランティア団体・グループ
　　　　　　　❶ 在宅福祉の普及、向上を図る事業　　❷ 健康、生きがいづくりを推進する事業
　　　　　　　❸ 地域の保全を図る事業　　　　　　　❹ 子どもの健全育成を図る事業
　　　　　　　❺ その他社会福祉の向上に資する事業

【助成金の額】１団体当たり５万円を上限とする。ただし、助成金総額は本協議会の予算の範囲内とする。

【助成対象となる経費】助成事業に直接必要となる経費で、当該年度末までに経費支出が完了するものに限る。
　　　　　　　　　　　例）講師謝礼、会議時における茶菓子代、飲料代、印刷費、郵送代、消耗品費、
　　　　　　　　　　　　   車輛燃料代など
　　　　　　　　　　   ※団体構成員の報酬、家賃、水道光熱費、宴会費等は対象外となります。

【助成申請期間】6 月１日（月）～ 7 月 31 日（金）

皆さんのボランティア活動を、活動資金面から支援いたします！皆さんのボランティア活動を、活動資金面から支援いたします！

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 助 成 金

生活福祉資金（緊急小口資金・総合支援金）特例貸付生活福祉資金（緊急小口資金・総合支援金）特例貸付

※申込書については、都留市社会福祉協議会ホームページよりダウンロードしてください。
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心配ごと相談　要予約

総合相談所カレンダー総合相談所カレンダー

歌謡）では、会員を募集しています。「都留市まちづくり
交流センター　１階　交流室和室」を会場に、月１～２回、
みなさんで練習に励んでいます。また、一年間の練習の成
果の発表会として、毎年３月にうぐいすホール（小ホール）
で「おさらい会」を開催しています。
　みなさんも、生きがいと社会参加の機会として、教室で
楽しい時間を過ごしてみてはいかがでしょうか。

※問い合わせは、都留市老人クラブ連合会
　（電話４６―５１１５　安藤）までお願いします。
　皆さんの地域で活動している老人クラブの状況や各教室 
　の詳しい情報をお伝えします。

　健康づくり、仲間づくりの一助として、老人クラブに参
加してみませんか。
　都留市では、現在、市内の４２を超える地域で、老人ク
ラブが結成され、盛んにクラブ活動を行っています。会員
のみなさんは、老人クラブが実施している、健康づくりや
仲間づくり、各種文化活動、社会活動に参加し、地域の仲
間と一緒に元気ではつらつとした生活を送っています。
　また、都留市社会福祉協議会が推進している「老人のし
あわせの里づくり事業」では、都留市老人クラブ連合会に
協力をいただき、各種教室を開催しています。高齢者によ
る自主的な教室で、運営も高齢者で行っています。現在実
施している教室（民謡・詩吟・舞踊・囲碁・将棋・大正琴・

★心配ごと相談（簡裁法律相談）
生活上の困りごとや悩みごと、また、相続・契約・
金銭貸借・消費者金融・成年後見・離婚問題ほか法
律に関する様々な相談をお受けします。

相談時間：午後 1 時～午後 4 時
相 談 員：山梨県司法書士会、
　　　　　司法書士総合相談センター所属司法書士

★一般相談
日常生活での様々な困りごと、悩みごとの相談を精神保
健福祉士・社会福祉士がお受けします。電話相談と社協
窓口相談を受付けており、匿名での相談も可能です。相
談内容は厳守されます。専門的解決を要する内容には、
より適切な相談窓口を紹介しています。

老人クラブ会員・各教室会員　大募集！！老人クラブ会員・各教室会員　大募集！！

【問合せ・申込先】社会福祉法人 都留市社会福祉協議会・都留市老人クラブ連合会　電話 46-5115　FAX 46-5103

ひとりで悩まず、まずは相談してみませんか！

　日常生活に支障のある高齢者の方や重度の障害者の方などを対象に食生活の改善と健康増進、見守りを兼
ねてお弁当を一軒一軒手渡しでお配りしています。

【活動時間】１時間程度（10時 30分頃～ 11時 30分頃）
【活動日・回数】月曜日～金曜日（祝日を除く）の希望日。月１回から OK ！
【配食地域】上谷・開地・三吉地区、中谷・下谷地区、宝地区、東桂地区、禾生地区、盛里地区の６地区の中 

　　　　　  から、現在お住いの地域や希望地域をうかがいながら配食をお願いしています。また、初めての 
　　　　　  場所でも、ボランティアの皆様がスムーズ配達が行えるよう各利用者宅の地図もご用意しており 
                        ますので、安心して活動していただけます。

【安全面の保証】活動の安全面を確保するため、ボランティア活動保険に加入いたします。
　　　　　　　　（費用は社会福祉協議会が負担します。）

給食サービス事業の配食ボランティア大募集！！給食サービス事業の配食ボランティア大募集！！

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間、 
　相談については電話での対応となります。相談について 
　は予約制であり、より適切な相談窓口を紹介しています。

１日㈮
15日㈮
５日㈮
19日㈮
３日㈮
17日㈮

相談日時：毎週月曜日から金曜日（祭日は除く）
　　　　　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
相談場所：都留市下谷 2,516 番地 1　いきいきプラザ都留

天野　清 司法書士事務所
高尾直裕 司法書士事務所

天野　清 司法書士事務所
高尾直裕 司法書士事務所

天野　清 司法書士事務所
高尾直裕 司法書士事務所

5月

6月

7月

日　　程 事  務  所  名

総
合
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

総
合
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

総合
相談所カレンダ

ー

　　　総合相談所カレンダー

総合相談所カレンダー

総合相談所カレンダー

総合相談所カレンダー
総
合
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

総
合
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

総合
相談所カレンダ

ー

　　　総合相談所カレンダー

総合相談所カレンダー

総合相談所カレンダー

総合相談所カレンダー
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報告コーナー！

第38回 都留市社会福祉大会第38回 都留市社会福祉大会

　２月２８日（金）に開催を予定していた都留市社会福祉大会については、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、やむなく中止することと致しました。
　このたびの顕彰者並びに受賞者の皆様方には、新型コロナウイルス感染症の終息状況を見る中で改めて顕彰
並びに表彰状・感謝状の授与をさせていただきますので、ご理解・ご協力の程をよろしくお願い致します。
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報告コーナー！

　赤い羽根共同募金は、民間の運動として戦後直後の１９４７年（昭和２２年）に、市民が主体の
取り組みとしてスタートしました。
　共同募金運動は自治会や地域福祉に関わる諸団体の協力と地域住民の参加により、活発に運動が繰り広げられ、
令和元年度は、合計 4,787,702 円の募金が集まりました。（運動期間令和元年 1０月 1 日～令和２年３月３１日）
　集まった募金の約５８％が、都留市の地域課題解決のために使われ、残りの４２％は、山梨県内の広域的な課題を
解決するため、福祉施設等に配分され使われます。
　また、大規模災害が起こった際の備えとして、各都道府県の共同募金会では募金額の一部を「災害等準備金」と
して積み立てています。この積み立ては、災害ボランティア活動支援など、被災地を応援するために使われています。

　◎家庭募金　1,961,752円　　◎街頭募金　139,285円　◎大口募金　　1,753,418円　　
　◎職場募金　   363,076円　　◎特殊募金　   13,979円　◎自動販売機募金  56,192円　　
　◎歳末たすけあい募金　500,000円　　                                               （都留文科大学構内）

御協力くださいました皆様、ありがとうございました。

赤い羽根共同募金運動  最終結果報告

都留市住民参加型有償在宅福祉サービス
( ささえあい・ホットサービス都留 )

　２月２６日（水）に、誰もが安心して暮らせる地域づくりの実現に向けて、
日常生活での困りごとを住民同士のささえあいにより支援する都留市住民
参加型有償在宅福祉サービス（ささえあい・ホットサービス都留）ボランティ
ア養成講座を開催しました。
　このサービスは、日常生活で困った時に地域の中でお互いに支え合い、
誰もが自立した、より豊かな生活が送れるよう、「自分の出来ることで困っ
ている方の役に立ちたい」というボランティアの気持ちを持った方を協力

会員として、地域にお住まいの方から
の依頼に手をお貸しする仕組みです。
　「自分に出来ること」で登録し、活動
していただきます。活動していただく
ことにより、皆様方の健康増進が図ら
れ、社会参加、社会貢献にも繋がります。
　今回は、１６名の方が熱心に受講され
ていました。共に支え合う地域社会を
目指して、皆さんが地域の中で実践で
きるよう支援していきます。

ボランティア
養成講座

【講座内容】
● 事業説明
    ささえあい活動について
● ボランティアの心得
● 認知症の理解
● 生活支援について
● 接遇について
● グループワーク

令和元年度 手話奉仕員養成講習会
　令和元年５月２７日～令和２年３月９日までの毎週月曜日に 
全４１回の講座を開催し、高校生や大学生・子育て中の方や仕事終
わりの方など、老若男女問わず１６名の方に修了証を交付させてい
ただきました。
　参加者の皆さんには、初回から自分の名前やあいさつ等、身近
な手話から学習していき、最終回では全員が２分間の手話スピー
チを発表することが出来ました。
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ボランティアセンターつうしん
　都留市内のボランティア活動の様子を幅広くお伝えする「ボランティアつうしん」をお届けします。
自分の生きがいのため、そして地域社会のために身近でできるボランティア活動に参加してみませ
んか！　様 な々ボランティア情報をどしどしお寄せください！　

「ラブ＆ピース」

都留市ボランティアマスコット

ボランティアセンターつうしんボランティアセンターつうしん

　都留市ボランティア連絡会は、多くの市民が関わり、
市民の声を反映する仕組みの一つとしてボランティア活
動の特徴（自主性、自発性）を考えた、ゆるやかなネット
ワークづくりを進めています。これからも、ますますボラン
ティアの輪を広げていきたいと考えています。

No.48

ぼられん

だより
ぼられん

だより
ぼられん

だより

　都留市社会福祉協議会では、都留市教育委員会生涯学習課とタイ
アップして、２月１５日・２２日（土）にのびのび興譲館クッキン
グ塾の第９回親子料理教室 として “ おふくろの味・知恵袋交換会 ”
を開催しました。講師は佐藤袈裟江先生が担当され、運営のサポー
ターとして、地区ボランティアコーディネ ーターの皆さんに協力
していただきました。
　献立は、佐藤先生が考案して下さり、鮭の炊き込みご飯、いなり
コロッケ、しめじの和え物、春雨と白菜のスープ、しらたきの餃子
で、季節の野菜を使った美味しい家庭料理を教えていただきました。
　２日間で延べ３６名の親子が参加し、子どもたちは上手に包丁を
使ったり、フライパンで炒めたり、手際よく調理していました。出
来上がったお料理を見てそれぞれ感想を言いながら親子で楽しく会
食しました。
　家族をつなぐ食卓、団らんなど、日々の家庭生活の大切さを改め
て実感する良い機会となりました。

　いこいのひろば実行委員会主体（事務局：都留市社会福祉協議会　
協力：都留文科大学地域交流センター）のもと、 地域の方々、障がい
のある方々、さらに大学生や都留興譲館高校の JRC 部の学生が一体
となり、誰もが充実して楽しく過ごすことのできる地域づくりを目的
として、文化・スポーツ・レクリエーションなどを企画、運営、交流
を深める活動を支援しています。
　昨年度は巨大すごろく作りや、フロアホッケー・紙芝居作りなどの
プログラムの他に年に一度の日帰り旅行でカップヌードルミュージア
ムや赤レンガ倉庫を見学するとともに、12 月は都留市まちづくり交
流センター大ホールにて「都留みんなで作る音楽会」（主催：いこい
のひろば・つるブラスぷらす・AtoZ アカペラの会）などを行いました。
毎月それぞれ違うプログラムを行っているので、参加者の皆さんも楽
しんで活動しています。
　また、一緒に活動する地域ボランティアも募集しております！
　是非、一度足を運んでみてください！

おふくろの味・知恵袋交換会

いこいのひろば

【問合せ・申込先】　社会福祉法人 都留市社会福祉協議会　　電話 46-5115　　FAX 46-5103
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【問合せ・申込先】社会福祉法人 都留市社会福祉協議会  都留市ボランティアセンター　電話 46-5115　FAX 46-5103

ボランティアセンターつうしん
　都留市内のボランティア活動の様子を幅広くお伝えする「ボランティアつうしん」をお届けします。
自分の生きがいのため、そして地域社会のために身近でできるボランティア活動に参加してみませ
んか！　様 な々ボランティア情報をどしどしお寄せください！　

「ラブ＆ピース」

都留市ボランティアマスコット

ボランティアセンターつうしんボランティアセンターつうしん

　都留市ボランティア連絡会は、多くの市民が関わり、
市民の声を反映する仕組みの一つとしてボランティア活
動の特徴（自主性、自発性）を考えた、ゆるやかなネット
ワークづくりを進めています。これからも、ますますボラン
ティアの輪を広げていきたいと考えています。

No.48

ぼられん

だより
ぼられん

だより
ぼられん

だより

　地区ボランティアコーディネーターは、あなたの身近な地域の中でボランティア活動に関する
相談・助言・活動支援を行っていますのでお気軽に社協までご相談ください。

地区ボランティアコーディネーターの紹介

石川正代 氏
（谷村地区）

根本ちえ子 氏
（盛里地区）

山口光代 氏
（谷村地区）

小林小夜子 氏
（東桂地区）

古屋明美 氏
（谷村地区）

齋藤みつ代 氏
（東桂地区）

望月鶴代 氏
（開地地区）

市川美奈子 氏
（禾生地区）

荻窪恵子 氏
（三吉地区）

渡辺美智子 氏
（禾生地区）

森嶋きよ子 氏
（宝地区）

　毎年、地域住民を対象に、聴覚障が
い者を正しく理解し、基礎的な手話を
習得することを目的として、手話奉仕
員養成講習会の開催をしておりました
が、新型コロナウイルス感染症による
感染症拡大防止の必要性から、都留市
より施設の使用についての自粛要請が
ありましたので、５月２５日（月）か
ら予定しておりました入門編の開催を
自粛することといたしました。
　なお、新型コロナウイルス感染症の
終息状況を見る中で開催の可否につき
ましては改めてご案内をさせて頂きま
す。ご理解のほどよろしくお願いいた
します。

　令和２年度ボランティア活動保険の加入申込みを
受け付けています。補償期間の途中で加入される場
合も下記の保険料になります。
　また、ボランティア行事用保険もあります。活動
内容によって選択することができますので、随時ご
相談ください。

※災害ボランティアとして被災地へ行くときには、 
　地元の社協で天災プランへの保険加入手続きを済 
　ませてからお出かけください！

ボランティア活動保険について令和２年度
手話奉仕員養成講習会
開催自粛について

年間保険料
基本プラン 350円基本プラン 350円
天災プラン 500円天災プラン 500円

会  長 副会長



絵手紙特集

　２月 19 日（水）から 21 日（金）まで、大月市総合福祉センター６階　
多目的ホールにおいて、東部地域高齢者作品展が開催されました。
　この作品展は、高齢者が日頃の趣味活動の作品を発表することにより、
お互いの親睦と、より一層の高齢者福祉と生涯学習の推進を目指すことを
目的として、毎年、東部３市（大月市、上野原市、都留市）の会場を当番
制で開催しています。今年は３市合わせて 141 点の作品が集まり、作品

　県内各地で開催された高齢者作品展において、代表となった優秀作
品の展覧会が開催されます。
　都留市からは、８点の作品が展示されます。会場は甲府市の県立図
書館です。ぜひお出かけください。
　優秀作品として都留市から出品される方は次のとおりです。

　　●日本画の部　㓛刀喜美子　　　　
　　●洋 画 の 部　内藤　敏和　　清水　克彦　　新田　其子　　
　　●工 芸 の 部　堀越　裕江　　奥秋　壮男
　　●写 真 の 部　安藤　行雄　　藤本　紘一　　

　第40回ふれあいゲートボール大会を開催します。この大会は９月26日に行われるいきいき山梨ねんりんピッ
ク 2020・山梨県シニアゲートボール大会の予選会として開催します。メンバーが市内の方なら、合同チーム
でも参加できます。本大会の上位２チームが県大会に出場できますので、ふるってご参加ください。なお、新型
コロナウイルス感染症の影響により変更の場合があります。

東部地域高齢者作品展が開催されました！

山梨県シルバー作品展

ふれあいゲートボール大会開催

を出品した方は 133 名、その内、88 歳以上の方が 14 名いらっしゃいました。出品者の方は「作品を出品し
てたくさんの人に見ていただけることは、作品づくりの励みになります」と話されていました。来年は２月に
上野原市が当番で開催される予定です。詳しくは、「つるの福祉 11 月号」でご案内させていただきます。

※新型コロナウイルス感染症の影響により変更の場合があります。

主　催  都留市老人クラブ連合会
共　催  都留市ゲートボール協会
日　時  ６月３日（水）
　　　  雨天の場合は４日（木）に順延

場　　所  小形山・大輪スポーツ広場
参加資格  60歳以上
参 加 費  １チーム　2，000円
申込締切  ５月20日（水）

日　時　６月12日（金）午後１時30分～
　　　　　　14日（日）午後６時まで
会　場　山梨県立図書館　（甲府市）

今井真樹子 作 佐藤　弘江 作 渡辺　春子 作

「新日本婦人の会」
　絵手紙とは、はがきに絵を描き、
文字を書いて真心を込めて贈る手紙
です。
　絵が上手いから描くのではなく、
誰かに喜んで貰いたい、そんな気持
ちを伝えるために描きます。飾らな
い絵と言葉を、身近な家族、そして
親しい友人に送ってみてはいかがで
しょうか。


